
 1 / 3 

 

鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和６年度第２回鶴ヶ島第一小学校学校運営協議会 

日時 

令和６年９月４日（水曜日） 

９時３５分～１０時２０分（授業参観） 

１０時４０分～１２時００分（協議会） 

場所 鶴ヶ島第一小学校 校長室 

出席委員 

熊谷茂会長、内野和江委員、三上光江委員、串田功委員、 

町田尚司委員、奥隅侑子委員、竹島康史委員、西尾佑貴委員 

吉澤充委員（鶴ヶ島第一小学校長） 

欠席委員 古賀慎哉委員 

事務局 松本靖久教頭、浅見里沙学校事務 

議題 

【協議】２学期初めまでの学校運営の成果と課題 

(1) 全国学力テストの結果（６年生） 

(2) 第１回学校評価の結果（教職員） 

(3) その他 

配布資料 

資料１ 令和６年度第２回学校運営協議会次第 

資料２ 令和６年度第２回学校運営協議会資料 

資料３ 学校要覧 

資料４ 運動会のお知らせ 

資料５ 第３回学校運営協議会開催通知 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 
１、 全国学力学習状況調査の結果報告 

２、 学校評価（教職員）の結果報告 

 

【議事概要】  

議題(1) 全国学力テストの結果（６年生）について 

＜事務局＞ 

 全国学力テストの結果（６年生）について教務主任から説明。 

＜委員＞ 

男子に比べて女子が朝食を食べないことが課題。 

 ＜委員＞ 

  スクリーンタイム（テレビや DVD、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの

画面を見る時間）の男女の開きはなぜか。 

＜委員＞ 

ゲームだと思う。高学年はフォートナイト、低学年はマインクラフトのゲーム

をしていると聞く。親の知らない環境でゲームができる現状。スクリーンタイム

の減少のためには、保護者へ呼びかけることが必要。女子はゲーム以外で楽しい

ことがある。 
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＜委員＞ 

生きる力の育成。地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。の

質問事項には鶴一小は全国平均を 92.2％と大きく上回っていて素晴らしい。また、

学校以外で、普段（月～金）１日に１時間以上勉強している割合は 90.2％と全国

平均の 54.6％を大きく上回っていて自主学習の成果である。1.2 年生は先生に言

われたことをやっていたが、3.4年生では、苦手な漢字の練習に取り組むことや絵

日記、算数の間違えてしまったところ取り組むなど考える力に結びついている。感

性に訴えかけるような道徳的な考えと自主学習は今後も伸ばしてほしい。 

睡眠時間が少ない。放課後は保管上の問題があると思うが、体育館でバスケット

や野球のバットなど使えれば外で遊ぶ子供が増えるだろう。 

＜委員＞ 

スクリーンタイムの１Ｈ未満の鶴一小児童が圧倒的に多い。この結果を学校がど

う分析するか期待する。 

＜委員＞ 

もう一度子どもたちの放課後の遊ぶ時間を考える。 

 

 

議題(２) 第１回学校評価の結果（教職員）について 

＜事務局＞ 

次に２つ目の協議に移ります。 

第１回学校評価の結果（教職員）をご覧ください。 

先に重点的に話をしたいところをお伝えします。 

・本校の児童は、授業中話をよく聞き、落ち着いた態度で学習している。 

・学校は、学習ルールを定めて授業を進めるなど、共通理解のもとに指導にあたっ

ている。 

・本校の児童は、友だちや教職員・来校者に進んであいさつができる。 

・本校の児童は体力向上に向け体育や外遊びに意欲的に取り組んでいる。 

・本校の児童は、栄養のバランスのとれた規則正しい食事の大切さを理解し、食事

を残さず食べている。（残食調査で食缶が空になるクラスは少ない。） 

 ＜委員＞ 

   低学年のうちから基礎的なことを指導すべきである。 

＜委員＞ 

昨年とアンケート内容は変わっているか。昨年度との比較のためにも昨年度の

データを端に載せてほしい。 

児童に挨拶しても半分以下しか返ってこない。そのため最近はこちらから挨拶

をしない。挨拶するのとしないのとどちらがいいかご意見を聞きたい。 

＜校長＞ 

挨拶することは、歴史をたどると『自分はあなたのことを攻撃しませんよ。』の

意味である。知らない人でも挨拶することで、表情や空気感がわかるしホッとす

る。挨拶してほしい。 
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＜委員＞ 

挨拶で体調変化を見てとれる。返事『はい』と言えない子が多く感じる。 

＜委員＞ 

挨拶してくれるが 何人かといるときには挨拶してくれる。１人のときは引っ込

み思案である。 

＜委員＞ 

寝ることが優先で朝食を食べる時間がない。また、小さいうちから朝食を食べる

習慣がない。道徳的な考えの育成で、食料貧困問題を取り入れてもいいと考える。 

＜委員＞ 

決まり事が１、２組で違うと子どもたちは困る。決まりごとの共通理解を図って

ほしい。 

 ＜委員＞ 

  給食が食べられるよう工夫をしてほしい。 

＜会長＞ 

  時間が超過して申し訳ございません。色々な意見が出ましたが加味されて今後の

教育活動をよろしくお願いいたします。 


